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1. 緒言 

コンピュータ断層撮影(CT)は医療分野で必要不可欠の診断法である．一般的な CT 測定では，
X 線を電流として測定する．このために電流プリアンプを用いて X 線による誘起電流を電圧変換
する．しかし，電流プリアンプは検出器の雑音である暗電流も電圧変換するため，X 線の電流測
定法は雑音レベルが高い．従って，有意な測定には大量の入射 X 線が必要となり，被ばく量が増
すという欠点がある．低被ばく CT 実現のため，当研究室では低雑音電流プリアンプ VIEC を開
発した[1]．今回は VIEC および従来型電流プリアンプ IPA-6 を用いて直径が 100 mm の被検体の
CT 測定を行い，CT 画像と信号対雑音比(SNR)の比較を行った． 

2. 実験 

実験体系を図 1 に示す．被検体には直径 5 
mm の孔をもつ直径 100 mm のアクリルを用い
た．孔には希ヨードチンキ(ヨウ素濃度 30 
mg/cm³)を入れた．測定条件は管電圧 40 kV，
管電流 0.1 ~ 45 mA, 測定時間 0.5 s とし，被検
体を X 線進行方向と垂直に 1 mm ピッチで動か
し，5×5×0.5 mm の PIN 型 Si 検出器で測定し
た．測定データを 30 回繰り返し，CT データと
した． 

3. 結果 

40 kV, 20, 30, 45 mA の X 線を
IPA-6 で，40 kV, 0.1, 0.2, 0.3 mA の
X 線を VIEC で測定し，最尤推定-
期待値最大化法(ML-EM)[2]で再構
成した CT 画像を図 2 に示す．CT
画像の SNR を比較すると，IPA-6
で 30 mA と VIEC で 0.1 mA の SNR
がほぼ同じ値である．このことから
VIEC は IPA-6 の 1/300 の線量率の
X 線で同程度の CT 測定が可能であ
るといえる． 
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図 1. CT 測定体系図． 

 

図 2. VIEC と IPA-6 で測定した CT 画像とその SNR 値． 
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